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境がそのまま海外に持っていかれている状況がある、せいぜい 3 か月、4 か月といった短
い期間の海外経験をして日本に戻ってきても実はあまり変わっていない、と。おそらく地
域貢献についても、同様のことが言えると思うのですけれども、独立自尊なり、自主自立
なり、あるいは藤田先生の書での言葉を借りるとすればコスモポリタンであったり、そう
いうことなのではないだろうかなという感じがしています。その意味では、かなり技術的
な側面に人材養成の議論が行き過ぎていて、レジュメにも書きましたけれど、世界観、価
値観、そういったものに裏付けられた人材養成の議論というのをもう少し深めていく必要
があるのかなというふうに思っております。 
時間がきましたので、とりとめのない話をここで終わりますけれども、最後に、東亜同
文書院（大学）なり、愛知大学を、本日は学外の方も少なからずおられると思いますので、
ご覧をいただく際にお願いしたいのは、中国あるいは中国語の比重は高いですけれども、
育ってきた人材、育っている人材というのを見る限りは、決してそうしたところには限定
されないということであり、その根底にあるのは何かということについては、最後に申し
上げたようなことがあるのかなという感じがしています。これで責任を果たせたのかどう
かは分かりませんけれども、ご清聴いただき、誠にありがとうございました。 
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